
まえがき＝㈱神戸製鋼所海外グループ会社であるKobe 
Precision Inc.（以下，KPI）では，技術開発本部と共同で
開発した再生プロセスを用いて，1996 年にφ150mmおよ
びφ200mmウェーハの再生事業に参入した φ φ











の汚染処理前後の比抵抗変化から見積もった。また，見
積もりの妥当性を確認するため，汚染直後のウェーハ 1
枚をフッ酸・硝酸の混合物に溶解させ，溶液中の銅を
ICP-MS で定量した。
　一連の実験結果は，熱処理後のウェーハの表面を単に
洗浄するだけではウェーハ内部に銅が一部残留するこ
と，銅を取除くためには，表面層のエッチングが重要で
あることを示した。ここで用いた熱処理条件では，ウェ
ーハ内部の銅を表面近傍まで移動させられるが，完全に
最表面に析出させるには不十分であると考えられる。
　熱処理に先立つ表面修飾，熱処理，熱処理後のウェー
ハ表面層除去を組合わせることで，結晶格子間に入り根全に
最表面に析出さゾ楓，表とで。祑こで用ぅ 理墠考ㇽ ∃用淠。祑 者


